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厚生労働科学研究費補助金「大規模イベント時の健康危機管理対応に資する研究」



はじめに ３

　

密閉、 密集、 密接に注意

　

新型コ□ナウイルス感染症につし、て、 毎日のように報道

されています。 新型ですから、 まだワクチンや特効薬があ

りませんし、 まだわからなし、ところも多いようですが、 報

道や専門機関のサイトの情報の中から、 学生として知って

おくべき点をまとめてみました。 参考にしながら、 適切に

行動することで、 感染の拡大を防ぎましょう。
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感染と症状
新型コ□ナウイルスについては、 感染しても症状が出るま

でに１週間ほどかかる、特に若い人の場合には症状が出にく

し、こともあるなど、 インフルエンザなどとは異なった症状が

見られます。 このため、 本人が気づかなし、うちに他人にうつ

してしまうということにもなるわけで、 若し、人ほど感染拡大

に気をつけなければならないと自覚することが大切です。

極毎回リレクク

狭い空間、 多くの人、 近い距離の３つの「密」が集団感染の発生を高めます。

対面での飛沫感染などは明らかですが、大きな声や息をすることも、肺内のウ

イルスの拡散につながるようです。 お酒を飲んだりカラオケで歌ったりすると
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議論 イルスの拡散につながるようです。 お酒を飲んだりカラオケで歌ったりすると

≦墓醗酵きｉどうしても大きな声になり、 スポーツをすると息が弾むわけですが、 こうした
響響き薙ぎ ことが感染しやすい要因になっているようです。

　

こうした仕組みをよく理解しながら、 実質的に３つの密につながっていなし、

か気をつけて行動することが大切です。

　
繊麗戦き，

繍雄
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咳エチケッ ト．手洗いを徹底
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花粉症のシーズンにも入ります。 くしゃみや咳が出る場合に

は、必ずマスクを着用し、飛沫感染の防止に心がけてくださし、。

また、 手洗し、、 手指消毒により、 接触感染も防止しましょう。

　

ひとたび感染が発生し、学生間での感染の拡大が見

られたりすれば、 社会的に大きな問題となるだけでな

く、授業の実施や皆さんの生活にも大きな影響が出る

恐れがあります。

　

感染が拡がってからでは抑え込むことは難しくなり

ます。感鰹翻櫛斑ー副⑤鑓測嶋◎◎傷跡◎◇や函盈闇圏霊園
＠』窓砂執縛副噂易ｇｇ御肉鰯です。弘前大学の学
生の皆さんが、 責任を自覚した行動をとることによっ

て、 新型コ□ナウイルス感染症に打ち勝ちましょう。
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経過観察の目的

新年度に際しては人の移動が多くなり、様々な場面での感染の可能性が高く

なると考えられます。４月から全員に、体温測定による経過観察をお願いして

いますが、 一定期間の経過観察を行うことにより、 感染してし、ないことを確認

することが目的です。 このため、 新たに感染する恐れのある行動を極力控える

必要があります。特に、旅行で長距離を移動する、多数の人が集まるイベント

に参加するといったことを行えば、 この間の経過観察が無意味になりますので

絶対に避けてください。


